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屋
上
緑
化
展
示
園
の

力
作
が
一
堂
に

勤
労
者
美
術
展

勤
労
者
体
育
館

１１
月
２３
日
に
無
料
開
放

市
な
ど
は
、
西
宮
市
文
教
住

宅
都
市
宣
言
４０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
東
京
大
学
名

誉
教
授
・
小
柴
昌
俊
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
西
宮
湯
川
記
念
事

業
特
別
講
演
会
「
物
理
屋
に
な

り
た
か
っ
た
ん
だ
よ
」
を
開
催

し
ま
す
。

小
柴
さ
ん
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
講

演
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。最
近
も
私
財
を
投
じ
、

理
科
教
育
の
向
上
を
め
ざ
す

「
平
成
基
礎
科
学
財
団
」
を
設

立
す
る
な
ど
、
理
科
好
き
な
子

ど
も
を
育
て
、
基
礎
科
学
の
振

興
を
図
る
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
専
門
の
宇
宙

の
話
の
ほ
か
、
小
柴
さ
ん
が
歩

ん
で
き
た
人
生
の
話
な
ど
が
聞

け
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

【
日
時
・
会
場
】
１２
月
７
日

午
前
１０
時
半
か
ら
武
庫
川
学
院

公
江
記
念
講
堂
で

【
対
象
】
小
学
５
年
生
以
上

（
市
内
の
公
立
学
校
の
児
童
・

生
徒
は
学
校
を
通
じ
て
申
込

済
）
。
在
勤
者
可

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
７
０
０
人

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
き
、
１１
月
１７
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒
６
６
２
―
０
８
４
３
神

祇
官
町
２
―
６
�
０
７
９
８
・

６
７
・
６
８
５
５
）
へ
。
多
数

の
場
合
抽
選

湯
川
秀
樹
博
士
が
日
本
人
と

し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
「
中
間
子
論
」
を
提
唱

し
た
の
は
、
苦
楽
園
に
居
住
し

て
い
た
と
き
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
５０
年
経
過
し
た
昭

和
６０
年
に
博
士
の
門
下
生
の
皆

さ
ん
が
中
心
に
な
り
、
苦
楽
園

小
学
校
校
庭
に
「
中
間
子
論
誕

生
記
念
碑
」を
建
立
し
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の
翌

年
、
理
論
物
理
学
研
究
者
に
よ

る
「
西
宮
湯
川
記
念
事
業
運
営

委
員
会
」
を
組
織
し
、
関
係
各

位
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
次
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。問

合
せ
は
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
（
０
７
９
８
・
６
７
・
６
８

５
５
）
へ
。

《
主
な
事
業
》

①
「
西
宮
湯
川
記
念
賞
」

理
論
物
理
学
の
研
究
を
奨
励

す
る
た
め
、
若
手
研
究
者
（
４０

歳
以
下
）
の
顕
著
な
業
績
に
対

し
、
賞
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

②
「
西
宮
湯
川
記
念
理
論

物
理
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

基
礎
物
理
学（
理
論
物
理
学
）

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
国
内
外

の
著
名
な
物
理
学
者
を
招
き
、

最
新
の
研
究
成
果
の
発
表
と
討

論
の
場
を
設
け
て
い
ま
す

③
「
西
宮
湯
川
記
念

科
学
セ
ミ
ナ
ー
」

市
民
の
基
礎
科
学
に
対
す
る

正
し
い
認
識
と
、
学
生
・
生
徒

の
科
学
す
る
心
を
育
て
る
た
め
、

理
論
物
理
学
を
平
易
に
解
説
す

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す

④
「
西
宮
湯
川
記
念

こ
ど
も
科
学
教
室
」

子
ど
も
た
ち
に
科
学
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
科
学
工
作

・
実
験
の
演
示
な
ど
を
行
い
ま

す
⑤
「
西
宮
湯
川
記
念
こ
ど

も
課
外
教
室
〜
未
来

の
科
学
者
た
ち
へ
」

理
科
・
科
学
に
興
味
と
関
心

を
も
つ
よ
う
、
西
宮
湯
川
記
念

賞
受
賞
者
が
各
小
学
校
へ
出
向

き
、
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
う

機
会
を
設
け
ま
す
（
今
年
度
は

神
原
小
学
校
で
開
催
�
上
写
真

参
照
）

小柴さんのプロフィール
昭和元年 愛知県豊橋市生まれ

２６年 東京大学理学部物理学科卒業
４５年 東京大学理学部教授
６２年 カミオカンデでニュートリノ検出、

仁科記念賞、東京大学名誉教授
６３年 文化功労賞、朝日賞

平成４年 西宮湯川記念講演会（西宮市）
「素粒子で宇宙を視（み）る」

９年 文化勲章
１４年 ノーベル物理学賞

都
市
空
間
に
土
や
植
物
で

覆
わ
れ
た
緑
地
空
間
が
で
き

る
と
、
そ
こ
に
は
局
所
的
に

「
涼
し
い
気
象
環
境
」
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
都
市
の

な
か
に
緑
の
存
在
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
１２
月
に
行
う
環
境

学
習
都
市
宣
言
の
一
環
と
し

て
、
１１
月
２１
日
に
「
緑
化
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
「
都
市

環
境
と
緑
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

和
歌
山
大
学
助
教
授
・
山
田
宏

之
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
す
。

★
日
時
・
会
場

１１
月
２１
日

午
後
１
時
か
ら
市
役
所
東
館
８

階
で★

受
講
料

無
料

★
定
員

２
０
０
人

★
申
込

１１
月
１４
日
か
ら
電

話
で
花
と
緑
の
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
６
８
２
）
へ
。
先

着
順市

は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
の
緩
和
策
と
し
て
、
県
条

例
に
基
づ
く
建
築
物
の
緑
化
の

推
進
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
環

境
に
配
慮
し
た
緑
化
の
取
り
組

み
と
し
て
、
屋
上
緑
化
の
施
工

企
業
等
か
ら
緑
化
見
本
の
出
展

を
募
集
し
ま
す
。

出
展
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
花
と
緑
の
課
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
６
８
２
）
へ
問
合
せ

を
。【

主
な
出
展
要
件
】
出
展

場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
屋
上

▽
荷
重
制
限
…
１
８
０
㌔
／

㎡
以
下
▽
出
展
面
積
…
１
区

画
９
平
方
㍍
程
度
▽
出
展
期

間
…
３
年
間
▽
出
展
経
費
…

企
業
負
担
（
施
設
使
用
料
は

無
償
）

１１
月
２３
日
は
「
勤
労
感
謝
の

日
」
で
す
―
市
な
ど
は
技
能
功

労
者
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
勤
労

者
美
術
展
や
講
演
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
５
２
８
６
）へ
。

優
れ
た
技
能
を
も
つ

２９
人
を
表
彰

市
は
、
優
れ
た
技
能
を
も
つ

１８
職
種
２９
人
を
技
能
功
労
賞
に

選
び
ま
し
た
。
同
賞
は
、
同
一

職
種
の
経
験
が
２５
年
以
上
あ

り
、
現
在
も
そ
の
職
で
働
き
、

優
れ
た
技
能
を
も
つ
５５
歳
以
上

の
在
住
・
在
勤
者
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
表
彰
式
は
１１
月
１０

日
に
行
い
ま
す
。

《
受
賞
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
》

建
築
大
工
…
岩
本
茂
雄
（
堤

町
）
、
八
木
秀
男
（
今
津
水
波

町
）
、
大
江
直
治
（
東
鳴
尾
町

２
丁
目
）
▽
左
官
…
足
立
吉
宏

（
今
津
二
葉
町
）、
森
恒
雄（
中

島
町
）
、
佐
野
泰
文
（
名
塩
ガ

ー
デ
ン
）
▽
電
気
工
事
…
伊
勢

寿
七
男
（
田
近
野
町
）
、
中
島

亨
（
生
瀬
町
１
丁
目
）
▽
建
具

…
原
口
剛
（
津
門
飯
田
町
）
▽

建
築
板
金
…
柴
田
�
男
（
今
津

久
寿
川
町
）
▽
塗
装
…
藤
谷
勇

（
樋
ノ
口
町
）
▽
鉄
筋
…
藤
澤

利
雄
（
津
門
宝
津
町
）
▽
伸
管

…
勝
本
光
夫
（
枝
川
町
）
▽
ガ

ラ
ス
…
山
口
邦
雄
（
市
庭
町
）

▽
石
材
施
工
…
竹
田
茂
（
奥

畑
）
▽
造
園
…
森
本
吉
雄
（
柏

堂
町
）
▽
表
具
…
古
田
宗
三
郎

（
若
松
町
）
▽
畳
…
浅
尾
勝
之

（
今
津
曙
町
）
▽
鍼
・
灸
…
堀

千
世
子
（
上
大
市
１
丁
目
）
▽

鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
北
村
喜

久
雄
（
小
松
町
２
丁
目
）
▽
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
…
所
勝
（
甲
子
園

網
引
町
）、堀
川
正
弘（
瓦
林
町
）

▽
調
理
…
東
都
音
夫（
田
中
町
）、

植
松
幹
弘
（
常
磐
町
）、
柳
谷

巖（
上
田
中
町
）、
藤
原
忠（
岡

田
山
２
丁
目
）
▽
美
容
…
関
政

栄
（
小
松
東
町
３
丁
目
）
▽
理

容
…
杉
本
勝
雄
（
六
軒
町
）
、

小
牧
雅
彦
（
大
井
手
町
）

１１
月
１９
日
か
ら
２３
日
ま
で
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
勤
労
者

美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
時

間
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

（
２３
日
は
３
時
）
ま
で
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
の
皆
さ

ん
が
制
作
し
た
洋
画
、日
本
画
、

写
真
、
書
道
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
５
２
８
６
）へ
。

１１
月
２３
日
に
、
勤
労
者
体
育

館
（
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

に
し
の
み
や
）
の
多
目
的
ホ
ー

ル
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

等
）
、
体
育
室
（
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
２
面
、
卓
球
５
台
）
な
ど
を

無
料
開
放
し
ま
す
。
利
用
時
間

は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
。
使
用
は
１
人
１
時
間
以
内

で
、
当
日
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。
団
体
で
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
勤
労
者
体
育
館

（
０
７
９
８
・
３
３
・
３
８
７

８
）
へ
。

講
演
会
を
開
催

１１
月
２７
日
午
後
６
時
か
ら
勤

労
会
館
で
講
演
会
「
デ
ー
タ
か

ら
見
た
地
域
社
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
す
。
講

師
は
関
西
学
院
大
学
教
授
の
山

本
剛
郎
さ
ん
で
す
。入
場
無
料
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
５
２
８
６
）へ
。

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
大
半

は
、
民
族
固
有
の
名
前
（
本
名
）

を
も
ち
な
が
ら
、
日
常
は
日
本

式
の
名
前（
通
名
）を
用
い
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
洪
昌

守
（
ホ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
）
氏
が
、

「
徳
山
昌
守
」
と
い
う
名
を
も

も
っ
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
す
。

日
本
式
の
名
前
は
も
と
も
と
戦

前
に
日
本
が
無
理
強
い
し
た
も

の
で
す
が
、
現
在
も
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
日
本

人
は
身
近
に「
在
日
」の
人
が
い

て
も
気
づ
か
ず
、
ま
た
気
づ
い

て
も
「
何
も
か
も
日
本
人
と
同

じ
だ
ろ
う
」と
考
え
が
ち
で
す
。

し
か
し
民
族
固
有
の
名
前
に

は
、
民
族
ご
と
の
特
色
が
あ
り

ま
す
。
姓
に
つ
い
て
見
る
と
、

漢
字
の
姓
は
中
国
に
始
ま
り
、

朝
鮮
半
島
で
は
朝
鮮
王
朝
（
李

朝
、
１
３
９
２
年
成
立
）
時
代

に
制
度
と
し
て
確
立
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
古
代
か
ら
名
字

に
あ
た
る
も
の
が
あ
り
、
近
代

に
な
っ
て
全
員
が
名
字
を
も
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
・
朝
鮮
人
の
場
合
、
同

一
の
姓
で
も
先
祖
の
発
祥
地
に

よ
っ
て
血
族
が
区
分
さ
れ
、
そ

れ
は
本
貫
（
ポ
ン
グ
ヮ
ン
）
と

呼
ば
れ
ま
す
。
韓
国
人
の
２
割

を
占
め
る
金
（
キ
ム
）
氏
に
は

１
０
０
以
上
の
本
貫
が
あ
り
ま

す
。
金
姓
は
中
国
の
人
に
も
い

ま
す
。
私
の
同
僚
に
金（
チ
ン
）

先
生
が
い
ま
す
が
、
満
州
民
族

が
建
て
た
清
朝
の
皇
族
に
多
い

姓
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
姓
だ
け
を
と
っ

て
も
、
そ
こ
に
は
長
い
伝
統
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

個
人
の
名
に
込
め
ら
れ
た
意
味

を
知
れ
ば
、
い
っ
そ
う
文
化
の

奥
深
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。
民

族
固
有
の
名
前
は
、
豊
か
な
相

互
理
解
へ
の
入
口
だ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

個人事業税 第２期分
納期限：１２月１日

納税通知書は１１月１０日に発

送�問合せは県西宮県税事務
所（０７９８・３９・６１１４）へ

市内大気汚染状況概報（９月）
汚染物質の月平均濃度

（上段・今年度 下段・過去５年平均）

二 酸 化
硫 黄
（ppm）

０．００２
０．００３

０．００１
０．００３

０．００７
０．００６

二 酸 化
窒 素
（ppm）

０．０２０
０．０２０

０．０１１
０．０１２

０．０２４
０．０２１

浮遊粒子
状 物 質
（㎎／�）

０．０２６
０．０２５

０．０２７
０．０２４

０．０３２
０．０３２

市役所

山 口
小学校

国 道
４３号

測定地

技能功労者表彰や美術展など

西
宮
湯
川
記
念
事
業
特
別
講
演
会

勤労感謝の日を中心に様々な催し
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フォトマル（光電子増倍管）を抱えた小柴さん

都
市
空
間
に
緑
を

２１
日
に
講
習
会
開
催

出
展
者
募
集

民
族
固
有
の
名
前
（
本
名
）
は
相
互
理
解
へ
の
入
口

西宮湯川記念事業

内なる国際化を考える
～ともに生きるまちづくり・人づくり～②

兵庫大学助教授 岡本洋之

多彩に展開
しています

先
月
行
わ
れ
た
「
こ
ど
も

課
外
教
室
」
の
様
子

平成１５年（２００３年）１１月１０日 （２）

西宮市ホームページ／http://www.nishi.or.jp/


